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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
ポリ乳酸系樹脂（Ａ）と、結晶化度２０重量％以下のポリプロピレン（Ｂ）と、変性エチ
レン－α－オレフィン共重合体（Ｃ１）又は変性ポリオレフィン（Ｃ２）とを含むポリ乳
酸系樹脂組成物で成形された成形品であって、
　該成形品は前記ポリ乳酸系樹脂（Ａ）の結晶化を促進する処理が施されており、
　前記ポリ乳酸系樹脂（Ａ）９０～１０重量部に対し前記結晶化度２０重量％以下のポリ
プロピレン（Ｂ）が１０～９０重量部配合され、さらに、前記ポリ乳酸系樹脂（Ａ）及び
前記結晶化度２０重量％以下のポリプロピレン（Ｂ）の合計１００重量部に対し前記変性
エチレン－α－オレフィン共重合体（Ｃ１）又は前記変性ポリオレフィン（Ｃ２）が１～
２０重量部配合されていることを特徴とするポリ乳酸系樹脂成形品。
【請求項２】
　ＩＳＯ１７８に準拠して測定した曲げ弾性率が２０００ＭＰａ以下であり、ＩＳＯ７５
－２に準拠して測定した耐熱歪量が１０ｍｍ以下である請求項１に記載のポリ乳酸系樹脂
成形品。
【請求項３】
前記ポリ乳酸系樹脂組成物に結晶核剤を添加した請求項１又は２に記載のポリ乳酸系樹脂
成形品。
【請求項４】
前記変性エチレン－α－オレフィン共重合体（Ｃ１）は、無水マレイン酸により変性され
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たエチレン－プロピレン共重合体である請求項１～３のいずれか１つに記載のポリ乳酸系
樹脂成形品。
【請求項５】
前記変性ポリオレフィン（Ｃ２）は、無水マレイン酸により変性されたポリプロピレンで
ある請求項１～４のいずれか１つに記載のポリ乳酸系樹脂成形品。
【請求項６】
前記変性ポリオレフィン（Ｃ２）は、エポキシ変性剤により変性されたポリエチレンであ
る請求項１～４のいずれか１つに記載のポリ乳酸系樹脂成形品。
【請求項７】
前記結晶化を促進する処理はアニール処理である請求項１～６のいずれか１つに記載のポ
リ乳酸系樹脂成形品。
【請求項８】
前記アニール処理として、樹脂成形に際し、樹脂成形金型の表面温度が前記ポリ乳酸系樹
脂（Ａ）の結晶化温度に保持される請求項７に記載のポリ乳酸系樹脂成形品。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、生分解性樹脂であるポリ乳酸を含有するポリ乳酸系樹脂成形品に関するもの
である。
【背景技術】
【０００２】
　石油を原料とする合成樹脂は、軽く、腐食せず、成形が容易である等の優れた性能を有
し、また低コストであること等から広く使われている。しかし、自然環境下での分解性が
低く、また焼却時の発熱が大きいために、上記合成樹脂の使用については環境保護の見地
から見直しが必要である。こうした状況のもと、使用後には自然界の微生物の働きにより
生分解、すなわち、一旦微生物に取り込まれた分子が、その微生物の行う代謝の結果とし
て水や二酸化炭素となって排出される生分解性樹脂が近年脚光を浴びている。
【０００３】
　生分解性樹脂には種々の種類があるが、化学合成系の生分解性樹脂としての脂肪族ポリ
エステル、なかでもトウモロコシ、サトウキビ等を醗酵させて得た乳酸を原料とする非石
油系の循環型植物性樹脂であるポリ乳酸（ＰＬＡ：Ｐoly Ｌactic Ａcid ）が、性能やコ
スト面に優れ、特に期待されている。しかし、ポリ乳酸は耐熱性が低く、熱の影響を受け
て変形しやすいことから、耐熱性が要求されるような用途には不向きである。
【０００４】
　一方、樹脂の物性を改良する方法の１つに、ポリマーブレンドあるいはポリマーアロイ
といわれる技術が従来から知られている。この技術では、物性改良の対象となる樹脂に対
し、異種樹脂が混合、混練される。この技術を用いてポリ乳酸の耐熱性を向上させる試み
もなされている。例えば、特許文献１には、ポリ乳酸に対し、変性ポリプロピレン樹脂を
含有する結晶性ポリプロピレン系樹脂組成物と無機フィラーとを混合したポリ乳酸系樹脂
組成物が記載されている。変性ポリプロピレン樹脂は、結晶性ポリプロピレン系樹脂をエ
チレン性不飽和結合含有カルボン酸、その無水物又は誘導体によってグラフト変性させた
ものである。
【特許文献１】特開２００５－３０７１２８号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ところが、ポリ乳酸に結晶性ポリプロピレン系樹脂組成物及び無機フィラーを混合する
上記特許文献１に記載のポリ乳酸系樹脂組成物では、ポリ乳酸の耐熱性を高めることがで
きる反面、硬質化して曲げ弾性率が高くなる。そのため、このポリ乳酸系樹脂組成物は、
耐熱性に加え柔軟性も要求されるような樹脂成形品には適用できないという問題がある。
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【０００６】
　本発明は、このような実情に鑑みてなされたものであって、その目的は、耐熱性及び柔
軟性がともに高いポリ乳酸系樹脂成形品を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記の目的を達成するために、請求項１に記載の発明は、ポリ乳酸系樹脂（Ａ）と、結
晶化度２０重量％以下のポリプロピレン（Ｂ）と、変性エチレン－α－オレフィン共重合
体（Ｃ１）又は変性ポリオレフィン（Ｃ２）とを含むポリ乳酸系樹脂組成物で成形された
成形品であって、該成形品は前記ポリ乳酸系樹脂（Ａ）の結晶化を促進する処理が施され
ており、前記ポリ乳酸系樹脂（Ａ）９０～１０重量部に対し前記結晶化度２０重量％以下
のポリプロピレン（Ｂ）が１０～９０重量部配合され、さらに、前記ポリ乳酸系樹脂（Ａ
）及び前記結晶化度２０重量％以下のポリプロピレン（Ｂ）の合計１００重量部に対し前
記変性エチレン－α－オレフィン共重合体（Ｃ１）又は前記変性ポリオレフィン（Ｃ２）
が１～２０重量部配合されていることを要旨とする。
【０００８】
　上記の構成によれば、ポリ乳酸系樹脂組成物中のポリプロピレン（Ｂ）は、結晶化度が
２０重量％以下と低く柔軟性を有する。また、変性エチレン－α－オレフィン共重合体（
Ｃ１）又は変性ポリオレフィン（Ｃ２）は、ポリ乳酸系樹脂（Ａ）及び結晶化度２０重量
％以下のポリプロピレン（Ｂ）の両者に対して相溶性又は分散性を示す。なお、結晶化度
２０重量％以下のポリプロピレン（Ｂ）については、以降、単にポリプロピレン（Ｂ）と
記載する。
【０００９】
　そのため、ポリ乳酸系樹脂（Ａ）と、ポリプロピレン（Ｂ）と、変性エチレン－α－オ
レフィン共重合体（Ｃ１）又は変性ポリオレフィン（Ｃ２）とを含むポリ乳酸系樹脂組成
物が溶融状態で混合されると、ポリプロピレン（Ｂ）が粒径の小さな粒子となり、変性エ
チレン－α－オレフィン共重合体（Ｃ１）又は変性ポリオレフィン（Ｃ２）によって被覆
され、ポリ乳酸系樹脂（Ａ）中に一様に分布した状態で分散される。そして、上記の溶融
混合されたポリ乳酸系樹脂組成物が所定の形状に成形されて、冷却固化される。
【００１０】
　得られたポリ乳酸系樹脂成形品では、ポリプロピレン（Ｂ）の粒子がポリ乳酸系樹脂成
形品の軟質化に寄与する。そのため、このポリ乳酸系樹脂成形品の柔軟性は、ポリ乳酸系
樹脂（Ａ）のみからなるポリ乳酸系樹脂成形品の柔軟性よりも高くなる。また、上記ポリ
プロピレン（Ｂ）の粒子を被覆する変性エチレン－α－オレフィン共重合体（Ｃ１）又は
変性ポリオレフィン（Ｃ２）の被膜がポリプロピレン（Ｂ）の低い耐熱性を補い、ポリ乳
酸系樹脂成形品の耐熱性を向上させる。
【００１１】
　ところで、上記のようにして得られるポリ乳酸系樹脂成形品の耐熱性は十分高められて
いるとは言い難い。ポリ乳酸系樹脂成形品中、ポリ乳酸系樹脂（Ａ）による部分の耐熱性
が依然として低いためである。この点、請求項１に記載の発明では、樹脂成形に際し結晶
化を促進する処理が行われることで、ポリ乳酸系樹脂（Ａ）自体の結晶化度が高められて
耐熱性が向上する。その結果、上述した変性エチレン－α－オレフィン共重合体（Ｃ１）
又は変性ポリオレフィン（Ｃ２）の被膜による耐熱性向上効果と相俟って、ポリ乳酸系樹
脂（Ａ）のみからなる場合よりもポリ乳酸系樹脂成形品の耐熱性が高くなる。
【００１２】
　ここで、上記ポリ乳酸系樹脂組成物においては、ポリ乳酸系樹脂（Ａ）の９０～１０重
量部に対し、ポリプロピレン（Ｂ）が１０～９０重量部配合されることが好ましい。ポリ
乳酸系樹脂（Ａ）及びポリプロピレン（Ｂ）の合計を１００重量部とした場合、ポリ乳酸
系樹脂（Ａ）が１０重量部よりも少ないと耐熱性が低下し、９０重量部よりも多いと柔軟
性の確保が困難になる。
【００１３】
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　また、ポリ乳酸系樹脂（Ａ）及びポリプロピレン（Ｂ）の合計１００重量部に対し、変
性エチレン－α－オレフィン共重合体（Ｃ１）又は変性ポリオレフィン（Ｃ２）が、１～
２０重量部配合されることが好ましい。１重量部よりも少ないと、被膜によるモルフォロ
ジーの安定化が図れず、外観及び耐熱性の向上効果が得られにくい。２０重量部よりも多
いと、被膜が過度に厚くなって、ポリプロピレン（Ｂ）による柔軟性向上効果が損なわれ
、ポリ乳酸系樹脂成形品が硬くなる。
【００１４】
　請求項２に記載の発明は、請求項１に記載の発明において、ＩＳＯ１７８に準拠して測
定した曲げ弾性率が２０００ＭＰａ以下であり、ＩＳＯ７５－２に準拠して測定した耐熱
歪量が１０ｍｍ以下であることを要旨とする。
　請求項３に記載の発明は、請求項１又は２に記載の発明において、前記ポリ乳酸系樹脂
組成物に結晶核剤を添加したことを要旨とする。
　上記の構成によれば、結晶核剤の添加により、ポリ乳酸系樹脂成形品の成形時における
結晶化が促進される。結晶核剤が用いられない場合に比べ、ポリ乳酸系樹脂成形品の耐熱
性が向上する。
【００１５】
　なお、上記変性エチレン－α－オレフィン共重合体（Ｃ１）としては、請求項４に記載
の発明によるように、無水マレイン酸により変性されたエチレン－プロピレン共重合体（
ＥＰＲ）を用いることができる。
【００１６】
　また、上記変性ポリオレフィン（Ｃ２）としては、請求項５に記載の発明によるように
、無水マレイン酸により変性されたポリプロピレンや、請求項６に記載の発明によるよう
に、エポキシ変性剤により変性されたポリエチレンを用いることができる。
【００１７】
　請求項７に記載の発明は、請求項１～６のいずれか１つに記載の発明において、前記結
晶化を促進する処理はアニール処理であることを要旨とする。このアニール処理としては
、例えば請求項８に記載の発明によるように、樹脂成形に際し、樹脂成形金型の表面温度
が前記ポリ乳酸系樹脂（Ａ）の結晶化温度に保持されてもよい。
【００１８】
　表面温度が上記ポリ乳酸系樹脂（Ａ）の結晶化温度に保持された樹脂成形金型を用いて
樹脂成形が行われることにより、ポリ乳酸系樹脂（Ａ）の結晶化が進行して結晶化度が高
くなり、ポリ乳酸系樹脂成形品の耐熱性が向上する。
【発明の効果】
【００１９】
　本発明によれば、耐熱性及び柔軟性がともに高いポリ乳酸系樹脂成形品を提供すること
ができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２０】
　以下、本発明をより詳細に説明する。上述のように、本発明のポリ乳酸系樹脂成形品の
成形に用いられるポリ乳酸系樹脂組成物は、基本的には、ポリ乳酸系樹脂（Ａ）と、結晶
化度２０重量％以下のポリプロピレン（Ｂ）と、変性エチレン－α－オレフィン共重合体
（Ｃ１）又は変性ポリオレフィン（Ｃ２）とを含有してなる。次に、これらの各成分につ
いて説明する。
【００２１】
　＜ポリ乳酸系樹脂（Ａ）＞
　ポリ乳酸系樹脂（Ａ）とは乳酸を主成分とするポリエステルであって、ポリ乳酸系樹脂
組成物を用いて製造されるポリ乳酸系樹脂成形品に生分解性を付与するために用いられる
。ポリ乳酸系樹脂（Ａ）は乳酸を好ましくは５０％以上、特に好ましくは７５％以上含有
する。ポリ乳酸系樹脂（Ａ）の原料に用いられる乳酸類としては、Ｌ－乳酸、Ｄ－乳酸、
ＤＬ－乳酸、又はそれらの混合物、又は乳酸の環状２量体であるラクチドが挙げられる。
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【００２２】
　ポリ乳酸系樹脂（Ａ）は、本発明の目的を損なわない範囲において、その他の成分とし
て、乳酸以外の炭素数２～１０の脂肪族ヒドロキシカルボン酸、又は脂肪族ジカルボン酸
、脂肪族ジオール等からなるもの、また、テレフタル酸等の芳香族化合物を含有するもの
であってもよい。これらを主成分とするホモポリマー、コポリマー又はこれらの混合物を
含むものであってもよい。また、ポリ乳酸系樹脂（Ａ）は、ポリ乳酸に対し、ポリ乳酸を
脂肪族及び芳香族ポリエステルにより変性した変性ポリ乳酸が加えられたものであっても
よい。 
【００２３】
　ポリ乳酸系樹脂（Ａ）は、上記原料を直接脱水重縮合する方法、又は上記乳酸類やヒド
ロキシカルボン酸類の環状２量体、例えばラクチドやグリコライド、あるいはε－カプロ
ラクトンのような環状エステル中間体を開環重合させる方法により得られる。ポリ乳酸系
樹脂（Ａ）の重量平均分子量は、７万≦重量平均分子量＜３００万が好ましく、１０万≦
重量平均分子量≦１５０万がより好ましい。
【００２４】
　＜ポリプロピレン（Ｂ）＞
　一般に高分子では、同じ化学構造であっても、立体異性（規則性）により結晶化のしや
すさが異なる。ポリプロピレンの場合、立体異性（規則性）には、主鎖に対し側鎖（メチ
ル基）が全て同じ側で結合しているアイソタクティック構造、交互に結合しているシンジ
オタクティック構造、全く規則性なく結合しているアタクティック構造がある。そして、
アイソタクティック構造、シンジオタクティック構造、アタクティック構造の順に結晶化
しにくくなる。
【００２５】
　ポリプロピレン（Ｂ）としては、結晶化度が２０重量％以下のものが用いられる。より
好ましい結晶化度は１５重量％以下である。結晶化度は全体組織の中に占める結晶構造の
重量比率である。結晶化度の大きな樹脂ほど結晶性の性質がより強く発現する傾向にある
。
【００２６】
　結晶化度について上記の条件を満たすポリプロピレン（Ｂ）には、立体異性としてアタ
クティック構造を有し、結晶化度が０重量％である非結晶性ポリプロピレンが含まれる。
また、ポリプロピレン（Ｂ）には、非結晶性ポリプロピレンに結晶性ポリプロピレンがブ
レンドされたものも含まれる。
【００２７】
　ポリプロピレン（Ｂ）は、ポリ乳酸系樹脂（Ａ）９０～１０重量部に対し１０～９０重
量部配合されることが好ましい。ポリ乳酸系樹脂（Ａ）及びポリプロピレン（Ｂ）を合計
で１００重量部とした場合、ポリ乳酸系樹脂（Ａ）が１０重量部よりも少ないと耐熱性が
低下するという不具合があり、９０重量部よりも多いと柔軟性の確保が困難であるという
不具合がある。
【００２８】
　＜変性エチレン－α－オレフィン共重合体（Ｃ１）＞
　エチレン－α－オレフィン共重合体は、エチレンとα－オレフィン、すなわち、末端部
分に２重結合を有するオレフィンとの共重合により得られる重合体であり、例えばエチレ
ン－プロピレン共重合体（ＥＰＲ）が挙げられる。そして、変性エチレン－α－オレフィ
ン共重合体（Ｃ１）としては、エチレン－プロピレン共重合体（ＥＰＲ）が、エチレン性
不飽和結合含有カルボン酸の無水物、好ましくは不飽和カルボン酸の無水物である無水マ
レイン酸によってグラフト変性されたものが用いられる。なお、エチレン性不飽和結合含
有カルボン酸、又はその無水物は、１分子内に、エチレン性不飽和結合とカルボキシル基
を合わせ持つ化合物であり、その１つに上記無水マレイン酸が含まれている。
【００２９】
　＜変性ポリオレフィン（Ｃ２）＞
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　変性ポリオレフィン（Ｃ２）としては、変性ポリプロピレン（ＰＰ）又は変性ポリエチ
レン（ＰＥ）が挙げられる。
【００３０】
　変性ポリプロピレンとしては、結晶性ポリプロピレンが、エチレン性不飽和結合含有カ
ルボン酸の無水物、好ましくは不飽和カルボン酸の無水物である無水マレイン酸によって
グラフト変性されたものが用いられる。ここでは、変性ポリプロピレンとして、結晶性ポ
リプロピレンの主鎖又は側鎖に無水マレイン酸を構成単位として含むものが挙げられる。
【００３１】
　変性ポリエチレンとしては、エポキシ変性剤によって変性されたポリエチレン、例えば
不飽和エポキシ化合物とエチレンとの共重合体が用いられる。この共重合体には、ランダ
ム、ブロック、グラフトいずれの共重合体も含まれる。不飽和エポキシ化合物とは、不飽
和結合及びエポキシ基をともに含有する化合物を意味する。このような不飽和エポキシ化
合物としては、例えばグリシジルメタクリレート（ＧＭＡ）、グリシジルアクリレート（
ＧＡ）、アリルグリシジルエーテル、グリシジル化合物等が挙げられる。不飽和エポキシ
化合物とエチレンとの共重合体は単独で使用してもよく、また２種以上を併用することも
できる。
【００３２】
　不飽和エポキシ化合物とエチレンとの共重合体は、特に、ポリエチレンに不飽和エポキ
シ化合物（エポキシ変性剤）がグラフトしてなるグラフト共重合体が好ましい。ベースの
ポリエチレンとしては、例えば高密度ポリエチレン（ＨＤＰＥ）、低密度ポリエチレン（
ＬＤＰＥ）、線状低密度ポリエチレン（ＬＬＤＰＥ）及び超低密度ポリエチレン（ＶＬＤ
ＰＥ）のいずれをも使用でき、またこれらを併用してもよい。さらに、ブテン－１、ヘキ
セン等の他成分が共重合していてもよい。
【００３３】
　ポリエチレンとエポキシ変性剤との反応は、溶液法又は溶融混練法のいずれでも行うこ
とができ、好ましくは溶融混練法で行う。また触媒として通常のラジカル重合用触媒（例
えば過酸化ベンゾイル等の有機過酸化物等）を用いることができる。この反応において、
エポキシ変性剤はポリエチレンにグラフト重合する。
【００３４】
　上記変性エチレン－α－オレフィン共重合体（Ｃ１）又は変性ポリオレフィン（Ｃ２）
は、上記ポリ乳酸系樹脂（Ａ）及び上記ポリプロピレン（Ｂ）の合計１００重量部に対し
、１～２０重量部配合されることが好ましい。１重量部よりも少ないと、被膜によるモル
フォロジーの安定化が図れず、外観、耐熱性の向上効果が得られにくいという不具合があ
り、２０重量部よりも多いと、被膜が過度に厚くなって、ポリプロピレン（Ｂ）による柔
軟性向上効果が損なわれ、ポリ乳酸系樹脂成形品が硬くなるという不具合がある。
【００３５】
　なお、本実施形態のポリ乳酸系樹脂組成物には、その他の成分として、必要に応じて各
種添加剤が同ポリ乳酸系樹脂組成物の物性を損なわない範囲で添加されてもよい。各種添
加剤としては、例えば、熱安定剤、光安定剤、酸化防止剤、紫外線吸収（防止）剤、顔料
、着色剤、静電気（帯電）防止剤、離型剤、香料、抗菌剤、防カビ剤、難燃剤、発泡剤、
可塑剤、加水分解防止剤、防曇剤、滑剤等が挙げられる。
【００３６】
　本実施形態のポリ乳酸系樹脂組成物は、例えば、所定量の上記各成分を高速攪拌機に投
入して攪拌することにより均一に混合される。そして、得られたポリ乳酸系樹脂組成物か
ら所望の形状を有するポリ乳酸系樹脂成形品を製造するには、まず、ポリ乳酸系樹脂組成
物が例えば１軸又は２軸押出機により所定温度で均一に溶融混練され造粒される。分散を
よくする点では、１軸押出機よりも２軸押出機が適している。造粒されたペレットが射出
成形機内で溶融され、型締めされた金型内のキャビティに射出される。
【００３７】
　ここで、上記溶融樹脂中のポリプロピレン（Ｂ）は、結晶性ポリプロピレンに比べて結
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晶化度が低く柔軟性を有する。また、変性エチレン－α－オレフィン共重合体（Ｃ１）又
は変性ポリオレフィン（Ｃ２）は、ポリ乳酸系樹脂（Ａ）及びポリプロピレン（Ｂ）の両
者に対して相溶性又は分散性を示す。相溶性又は分散性を示すとは、ポリ乳酸系樹脂（Ａ
）及びポリプロピレン（Ｂ）の両成分に対し混和性を有し、両成分と溶融混合した後にお
いても相分離等を生じない特性を示すことを意味する。
【００３８】
　そのため、上記溶融樹脂においては、ポリ乳酸系樹脂組成物のモルフォロジーが次のよ
うな海島構造となる。すなわち、ポリプロピレン（Ｂ）が粒径の小さな粒子となり、各々
の粒子が、変性エチレン－α－オレフィン共重合体（Ｃ１）又は変性ポリオレフィン（Ｃ
２）によって被覆されて島状となり、海状のポリ乳酸系樹脂（Ａ）中に一様に分布した状
態で分散される。この際、変性エチレン－α－オレフィン共重合体（Ｃ１）又は変性ポリ
オレフィン（Ｃ２）は、ポリ乳酸系樹脂（Ａ）中におけるポリプロピレン（Ｂ）の分散状
態を良好なものとする。この点、汎用の結晶性ポリプロピレンが使用されると混合分散状
態が不良となるのと大きく異なる。
【００３９】
　そして、上記溶融樹脂がキャビティに充填された後に樹脂成形金型が冷却されると、溶
融樹脂が冷却固化されて所望の形状を有するポリ乳酸系樹脂成形品が得られる。その後、
樹脂成形金型が型開きされて、ポリ乳酸系樹脂成形品が取り出される。
【００４０】
　なお、ポリ乳酸系樹脂組成物の調製方法、及びポリ乳酸系樹脂成形品の成形方法に関し
ては、上記の方法に限定されるものではない。すなわち、ポリ乳酸系樹脂組成物を調製す
る方法としては、例えば、ロール、ニーダー、ブラベンダープラストグラフ、バンバリー
ミキサー等を用いる方法が挙げられる。また、ポリ乳酸系樹脂成形品の成形方法としては
、例えば、押出成形、ブロー成形、インフレーション成形、異形押出成形、真空圧空成形
等が挙げられる。
【００４１】
　上記のようにして得られたポリ乳酸系樹脂成形品では、ポリプロピレン（Ｂ）自体、結
晶化度が低く柔軟性を有しており、これがポリ乳酸系樹脂成形品の軟質化に寄与している
。そのため、同ポリ乳酸系樹脂成形品はポリ乳酸系樹脂（Ａ）のみからなるポリ乳酸系樹
脂成形品の場合よりも柔軟性が高くなる。
【００４２】
　また、ポリプロピレン（Ｂ）の粒子が小さく、かつ一様に分布した状態で分散されてい
ることからポリ乳酸系樹脂成形品の表面が平滑となって、外観が向上する。
　上記ポリプロピレン（Ｂ）の粒子を被覆する変性エチレン－α－オレフィン共重合体（
Ｃ１）又は変性ポリオレフィン（Ｃ２）の被膜が、ポリプロピレン（Ｂ）の低い耐熱性を
補い、ポリ乳酸系樹脂成形品の耐熱性を向上させる。
【００４３】
　ところで、上記のようにして得られるポリ乳酸系樹脂成形品の耐熱性は全体としては十
分高められているとは言い難い。ポリ乳酸系樹脂成形品中ポリ乳酸系樹脂（Ａ）による部
分、すなわち海島構造における海部分の耐熱性が依然として低いためである。これは、ポ
リ乳酸系樹脂（Ａ）は結晶性樹脂であるものの、結晶化速度が遅く、ポリ乳酸系樹脂成形
品の成形過程で結晶化が進んでいないためである。
【００４４】
　そこで、上記樹脂成形に際し、ポリ乳酸系樹脂（Ａ）の結晶化を促進する処理が行われ
る。この処理として、本実施形態ではアニール処理が行われる。より具体的には、樹脂成
形金型の表面温度がポリ乳酸系樹脂（Ａ）の結晶化温度である１１０℃に保持されて樹脂
成形が行われる。このアニール処理により、ポリ乳酸系樹脂（Ａ）の結晶化が進行して結
晶化度が高くなり、耐熱性が向上する。
【００４５】
　上述したアニール処理は、樹脂成形金型の表面温度を調整することにより同樹脂成形金
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型内で樹脂成形と一緒に行われる、いわゆる型内アニールとも言えるものであるが、これ
に代えて、アニール処理が射出成形の後に行われてもよい。例えば、アニール処理が射出
成形後に真空乾燥機等の乾燥機を用いて行われてもよい。
【００４６】
　さらに、前記アニール処理は、前記ポリ乳酸系樹脂（Ａ）に結晶核剤が配合された状態
で行われることが好ましい。結晶核剤は、成形時におけるポリ乳酸系樹脂組成物の結晶性
（結晶化速度）を高めるために添加される。結晶核剤としては、結晶とよく似た物質が用
いられる。溶融された材料に結晶核剤を入れ、冷却していくと、結晶核剤付近に分子が規
則正しく並び、これが出発点となって結晶化が進む。
【００４７】
　この種の結晶核剤は、無機系のものと有機系のものとに区分される。無機系の結晶核剤
としては、例えば、タルク、カオリン、カオリナイト、カオリンクレー、硫酸バリウム、
シリカ、乳酸カルシウム、安息香酸ナトリウム等が挙げられる。有機系の結晶核剤として
は、例えば、芳香族カルボン酸金属塩、芳香族リン酸エステル類、芳香族アミド・エステ
ル類、脂肪酸アミド、有機スルホン酸塩、ロジン酸誘導体、ベンジリデンソルビトール化
合物、植物系ワックス、（メタ）アクリル酸系コポリマーの金属塩等が挙げられる。また
、有機系の結晶核剤としては、例えば、陽イオン交換能を有する層状粘土鉱物が有機アン
モニウム塩化合物により有機化されている有機化粘土が用いられてもよい。これらの結晶
核剤は、単独で用いられてもよく、二種以上が組み合わされて用いられてもよい。
【００４８】
　結晶核剤は、ポリ乳酸系樹脂（Ａ）の１００重量部に対し、０．１～１０重量部添加さ
れることが好ましい。０．１重量部よりも少ないと、ポリ乳酸系樹脂組成物の結晶性が十
分に高められず、１０重量部よりも多いと、結晶核剤の分散が不十分となり、外観向上効
果が得られにくくなる。
【００４９】
　上記結晶核剤の添加により、ポリ乳酸系樹脂成形品の成形時における結晶化が促進され
る。結晶核剤が用いられずにアニール処理が行われる場合に比べ、ポリ乳酸系樹脂成形品
の耐熱性が一層向上する。その結果、上述した変性エチレン－α－オレフィン共重合体（
Ｃ１）又は変性ポリオレフィン（Ｃ２）の被膜による耐熱性向上効果と相俟って、ポリ乳
酸系樹脂（Ａ）のみからなる場合よりもポリ乳酸系樹脂成形品の耐熱性が高くなる。
【００５０】
　上記ポリ乳酸系樹脂成形品は、電気・電子部品、建築土木部材、自動車部品、農業資材
、包装材料、衣料、日用品等々、各種用途に利用することができる。例えば、自動車部品
としては、インストルメントパネル、センターコンソール、コンソールボックス、リヤパ
ッケージトレイ、カップホルダー、アシストグリップ等の内装部品、ホイールキャップ、
バンパーモール、バックパネル等の外装部品等が挙げられる。
【実施例】
【００５１】
　次に、前記実施形態について、実施例及び比較例を挙げてさらに具体的に説明する。
　まず、実施例１～８及び比較例１～５の各々について、表１の上欄に示す各成分を配合
し、その後、２軸押出機にて２００℃にて混練した。成形温度を２００℃に設定するとと
もに、樹脂成形金型の表面温度を１１０℃に保持して射出成形することにより、予め定め
られた形状及び大きさを有する試験片を成形した。そして、得られた試験片の各々に関し
、下記に示す測定及び評価を行った。その結果を表１の下欄に示す。なお、表１中、配合
内容における各数値は重量部を意味する。また、配合内容における各成分としては、表１
の下部に記載した材料を使用した。また、上記処理中、樹脂成形金型の表面温度を１１０
℃に保持しながら射出成形する処理はアニール処理に相当する。
【００５２】
　また、配合内容中、ポリ乳酸及び変性ポリ乳酸（表１では「変性ＰＬＡ」と記載）につ
いては、ポリ乳酸系樹脂（Ａ）として使用した。非結晶性ポリプロピレン単独、非結晶性
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ン（Ｂ）として使用した。無水マレイン酸変性ポリプロピレン及びエポキシ変性ポリエチ
レンについては、変性ポリオレフィン（Ｃ２）として使用した。無水マレイン酸変性ＥＰ
Ｒについては、変性エチレン－α－オレフィン共重合体（Ｃ１）として使用した。
【００５３】
　＜柔軟性の評価＞
　柔軟性の評価として、曲げ弾性率をＩＳＯ１７８に準拠して測定した。曲げ弾性率の数
値が大きいと硬く、数値が小さくなるほど柔軟性に優れていることを意味する。
【００５４】
　＜耐熱性の評価＞
　耐熱性の評価として、耐熱歪量をＩＳＯ７５－２に準拠して測定した。測定に際しては
、一定速度（１２０℃／時間）で昇温するオイルバス中に試験片を配置し、これに一定の
荷重を加えたときの同試験片の１１０℃での歪み量を耐熱歪量とした。耐熱歪量の数値が
小さいほど歪量が少なく耐熱性に優れていることを意味する。
【００５５】
　＜表面外観の評価＞
　表面外観の評価として、試験片表面の平滑性を目視により官能評価した。試験片の表面
に凹凸が見られず平滑である場合に「○」と判定し、それ以外の場合、すなわち試験片の
表面にわずかでも凹凸が見られる場合に「×」と判定した。
【００５６】
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【表１】

　表１中、ポリ乳酸系樹脂組成物がポリ乳酸及び結晶核剤からなる比較例１は、各例での
評価の基準となる。比較例１では曲げ弾性率が大きく柔軟性に欠けるものの、耐熱歪量が
少なく耐熱性がよいことがわかる。このことから、結晶核剤の添加及びアニール処理によ
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り結晶化が促進されて結晶化度が大きくなり、耐熱性が向上しているものと考えられる。
【００５７】
　また、ポリ乳酸に、非結晶性ポリプロピレン、無水マレイン酸変性ポリプロピレン及び
結晶核剤を配合した実施例２では曲げ弾性率及び耐熱歪量がともに小さかった。これに対
し、非結晶性ポリプロピレンに代えて、結晶性ポリプロピレンが配合された比較例２では
曲げ弾性率が大きかった。これらのことから、非結晶性ポリプロピレンが柔軟性の向上に
寄与していることがわかる。また、無水マレイン酸変性ポリプロピレンが非結晶性ポリプ
ロピレンを被覆することにより、耐熱性の向上効果が得られることがわかる。
【００５８】
　比較例３，４及び実施例１～４からは、ポリ乳酸に対する非結晶性ポリプロピレンの配
合割合に適切な範囲があることがわかる。ポリ乳酸９５重量部に対し非結晶性ポリプロピ
レンを５重量部配合した比較例３では、曲げ弾性率が比較例１並に大きかった。これは、
非結晶性ポリプロピレンが適正量よりも少なく、軟質化効果が十分得られていないためと
考えられる。ポリ乳酸５重量部に対し非結晶性ポリプロピレンを９５重量部配合した比較
例４では、曲げ弾性率が小さくなるものの、耐熱歪量が増大し、耐熱性が大きく悪化した
。非結晶性ポリプロピレン自体が柔軟性を有する反面耐熱性に劣る特性を有するところ、
この特性が試験片の物性に大きく反映されていることがわかる。
【００５９】
　ポリ乳酸に、非結晶性ポリプロピレン、無水マレイン酸変性ポリプロピレン及び結晶核
剤を配合した実施例２、同無水マレイン酸変性ポリプロピレンに代えて無水マレイン酸変
性ＥＰＲを配合した実施例４、同無水マレイン酸変性ポリプロピレンに代えてエポキシ変
性ポリエチレンを配合した実施例７では、曲げ弾性率が小さく、かつ耐熱歪量が少なかっ
た。これに対し、ポリ乳酸に非結晶性ポリプロピレンを配合するが、無水マレイン酸変性
ポリプロピレン、エポキシ変性ポリエチレン、無水マレイン酸変性ＥＰＲのいずれをも配
合していない比較例５では曲げ弾性率が小さくなっているものの、耐熱歪量が大きく、耐
熱性がよくなかった。これらのことから、無水マレイン酸変性ポリプロピレン、エポキシ
変性ポリエチレン、無水マレイン酸変性ＥＰＲが耐熱性向上に寄与していることがわかる
。
【００６０】
　さらに、実施例５では、ポリ乳酸系樹脂（Ａ）として、ポリ乳酸及び変性ポリ乳酸を用
い、これに非結晶性ポリプロピレン、無水マレイン酸変性ポリプロピレン及び結晶核剤を
配合している。この場合にも、ポリ乳酸系樹脂（Ａ）としてポリ乳酸のみを用い、これに
非結晶性ポリプロピレン、無水マレイン酸変性ポリプロピレン及び結晶核剤を配合した実
施例２と同様に、曲げ弾性率及び耐熱歪量としてともに小さな値が得られた。
【００６１】
　また、実施例６は、非結晶性ポリプロピレン（結晶化度０重量％）４０重量部に結晶性
ポリプロピレン（結晶化度６０重量％）１０重量部をブレンドしている。これは、結晶化
度が１５重量％のポリプロピレンに相当する。そして、これらにポリ乳酸、無水マレイン
酸変性ポリプロピレン及び結晶核剤を配合している。この場合にも、結晶性ポリプロピレ
ンをブレンドしていない実施例１～３と同様に、曲げ弾性率及び耐熱歪量としてともに小
さい値が得られた。
【００６２】
　結晶核剤を用いていない点において実施例３と異なる実施例８では、耐熱歪量として実
施例３に近い値が得られた。このことから、無水マレイン酸変性ポリプロピレンが非結晶
性ポリプロピレンを被覆して低い耐熱性を補い、さらにアニール処理を行うことで、結晶
核剤なしでも実施例３には及ばないが十分な耐熱性を実現できることがわかる。
【００６３】
　表面外観として、無水マレイン酸変性ポリプロピレン、エポキシ変性ポリエチレン、無
水マレイン酸変性ＥＰＲのいずれをも配合していない比較例５では、試験片の表面に微小
な凹凸が見られ、同表面が平滑でなかった。無水マレイン酸変性ポリプロピレンが配合さ
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れているものの、ポリ乳酸の配合量が少ない比較例４でも同様に凹凸のある表面外観が見
られた。これに対し、無水マレイン酸変性ポリプロピレン、エポキシ変性ポリエチレン、
無水マレイン酸変性ＥＰＲのいずれか１種が配合され、かつポリ乳酸系樹脂（Ａ）９０～
１０重量部に対しポリプロピレン（Ｂ）が１０～９０重量部配合されている実施例１～８
では、いずれも試験片の表面に凹凸が見られず、同表面が平滑であった。これらのことか
ら、無水マレイン酸変性ポリプロピレン等の配合により、ポリプロピレンの粒子が小さく
、かつ一様に分布した状態で分散されていて、その結果として、試験片の表面が平滑とな
って、外観が向上しているものと考えられる。また、こうした効果は、ポリ乳酸系樹脂（
Ａ）がある程度の量配合されていることを前提として得られるとも考えられる。
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